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依頼 

※歯科の無い医療機関に入院する患者が、入院中の周術期の口腔機能管理を必要とする場合は、連携する歯科医療機関の
歯科訪問診療で実施。 

※放射線治療や化学療法を実施する患者についても、同様に連携して口腔機能の管理を実施。 43 



重点課題２ 

１ 在宅医療を担う医療機関の役割分担や連携の促進 

２ 看取りに至るまでの医療の充実 

３ 在宅歯科・在宅薬剤管理の充実 

４ 訪問看護の充実、医療・介護の円滑な連携 

医療と介護の役割分担の明確化と地域における 

連携体制の強化及び在宅医療等の充実 
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 ２４時間の対応、緊急時の対応を充実させる観点から、複数の医師が在籍し、

緊急往診と看取りの実績を有する医療機関について、評価の引き上げを行う。 
 

［施設基準］ 
① 常勤医師３名以上 
② 過去１年間の緊急の往診実績５件以上 
③ 過去１年間の看取り実績２件以上 
 
※また、複数の医療機関が連携して、上記の基準を満たすことも可能と

する。その場合の要件は、 
④ 患者からの緊急時の連絡先の一元化 
⑤ 月１回以上の定期的なカンファレンスの実施 
⑥ 連携する医療機関数は10未満 
⑦ 病院が連携する場合は200床未満に限る 

 
※さらに、病床を有する場合は高い評価を行う。 

在宅医療の充実① 

在宅医療を担う医療機関の機能強化 
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